
解 答
ア エ オ イ ウ オ・カ エⅠ 問１ 問２ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 問３ 問４

０.１８ 右図 ４.４問５ 問６ 問７

１.２ オ ２００ １００Ⅱ 問１ 問２ 問３ 問４

２５６Ⅲ 問１

エサとなる細菌が不足したから。問２ 理由

水の中の酸素が不足したから。理由

ウ ア エ オ問３ 問４唄 欝 唄 欝

オ さなぎ ３７０ ｄ ｃ ａ問５ 問６ ① ② 問７ ① ② ③

イ エ ア オ エ，カ イ ウ，キ問８ ① ② ③唄 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 欝

水資源を豊かにする。 ア エ キ タ ア ケⅣ 問１ 問２ １ ２ ３ ４ ５ ６

ア イ ア ウ ア問３ ７ 問４ ８ ９ 問５ 問６

ア，イ，ウ，オ，カ，ク Ｎ ア，ウ，オ 胎ばん 酸素Ⅴ 問１ 問２ 問３ 問４ ① ②

月 エ ウ イ ちっ素 化石問５ 問６ → → 問７ 問８

解 説
１

Ⅰ 問５ 糸の長さが５０㎝のときの周期の は０.７１秒（１.４２÷２）で、この時間に５個のおもりが写るために
２

は，０.１８秒ごと（０.７１÷４）にストロボスコープを光らせればよいことにがわかります。

１
問６ 糸の長さが２５㎝のときの周期の は０.５秒（１.００÷２）で，このときストロボスコープを０.２５秒

２

ごとに光らせると，３個（０.５÷０.２５＋１）のおもりが写ることになります。

１
問７ 糸の長さが２００㎝のふりこが写真では５㎝に写っていることから，写真の縮尺は （５÷２００）であ

４０

ることがわかります。したがって，０.２秒間に実際におもりが動いた長さは８８㎝（２.２×４０）で，おもり

の速さは秒速４.４ｍ（０.８８÷０.２）となります。

Ⅱ 問１ 図２より，０.６ｇ二酸化炭素の体積は，おもりをのせないときが３００ おもりの重さが２㎏のときが安，

２５０ です。したがって，おもりの重さが２㎏のとき，二酸化炭素１ あたりの重さは，おもりをのせないと安 安

きの１.２倍（３００÷２５０）となります。

問２ 図２より，０.６ｇの二酸化炭素の体積は，おもりの重さが５㎏のとき２００ です。水１００ に２００安 安

の二酸化炭素がすべてとけたとすると，体積は１００ となります。水１００ に二酸化炭素がまったくとけ安 安 安

なかったとすると，液体と気体を合わせた体積は３００ （１００＋２００）となります。安

問３ うすい塩酸２０ｇと石灰石１ｇの反応で発生した二酸化炭素は０.４ｇ（２０＋１－２０.６）です。したが

０.４
って，この二酸化炭素の体積は２００ （３００× ）となります。安

０.６

０.２ ０.３
問４ ０.２ のドライアイスの重さは０.３ｇ（１.５× ）なので，これは１５０ （３００× ）の二安 安

１ ０.６

２
酸化炭素になります。二酸化炭素の体積は，おもりの重さを５㎏にすると，おもりをのせないときの （２００

３

２
÷３００）となることから，このときの体積は１００ （１５０× ）です。安

３
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